
中心拠点病院の事業について

独立行政法人 国立病院機構 相模原病院
臨床研究センター長 海老澤 元宏



●アレルギー疾患医療全国拠点病院連絡会議の開催
拠点病院との情報共有、意見交換を行い医療の均てん化を図り、広域的な研究体制を整備構築する。

●A・B・C研修の実施
全国拠点病院の医療従事者への育成を行い、アレルギー疾患に関する医療の質の向上を行う。

●オンライン医療相談の実施
診断が困難な症例や難治性アレルギー患者の診療に対する相談やサポートを行い、全国拠点病院との
連携協力体制を構築する。

●一般の方に向けたアレルギー医療相談の実施
アレルギー疾患患者とその家族の悩みや不安に的確に対応することにより、その生活の一層の支援を
図ることを目的とする。

アレルギー中心拠点病院の事務局としての活動



中心拠点病院ホームページ：医療従事者向けスライドキット
昨年度リニューアルしたホームページに、今年度は医療従事者向けのスライドキットを掲載しました。
食物アレルギースライドキットは拠点病院に在籍されるアレルギー疾患の診療に携わられている先生方が、食物アレルギーやアナフィラキシーに関
わる疾患啓発の御講演をされる際に活用できることを目的として作成いたしました。

【活用方法】
アレルギー中心拠点病院ホームページ内、
参考資料ページからダウンロードできます。

＜ホームページURL＞
https://sagamihara.hosp.go.jp/allergy-
center/reference/page.html

【注意事項】
資料をご利用いただく際にパスワードが必要となります。
パスワードは拠点病院の事務担当、代表医師へお知らせいたしますので、
各施設にてご共有いただきますようお願い致します。

https://sagamihara.hosp.go.jp/allergy-center/reference/page.html


中心拠点病院ホームページ：医療従事者向けスライドキット

1. はじめに
• 食物アレルギーとは
• これまでの取り組み
• 現状と課題

2. 食物アレルギーの診療
• 病型
• 疫学
• 診断と検査
• 食物経口負荷試験の実際
• 食物アレルギー予防の取り組み

3. 栄養食事指導のポイント
• 必要最小限の除去の実際
• 加工品のアレルギー表示

４．食物アレルギーで注意する薬剤
• 鶏卵・乳・ゼラチンを含む薬剤
• 食物アレルギーとワクチン

５．緊急時の対応
• 緊急時対応マニュアル
• エピペンの使い方

６．災害への備え
• 過去の災害に学ぶ
• いまできること

７．役立つ情報



A研修：相模原臨床アレルギーセミナー
【設立経緯】
18年前に日本アレルギー学会WGの討議において、講習会形式での研修を相模原病院が担当とな
る。
【拠点病院の人材育成プラン】
6年前に国のアレルギー疾患対策基本法が制定され、厚労省と中心拠点病院（成育医療研究セン
ターと国立病院機構相模原病院）が中心となり拠点病院の人材育成に関して検討。
当セミナーを第一段階の研修＝A研修に位置づけた。

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1000

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

アレルギーセミナー参加人数

人数

・毎年300人前後が参加する国内最大のアレルギーセミナー

・2020年度は社会情勢を鑑みてオンライン開催へ変更し
参加者が激増したが、2021年は例年並であった。

・2022年度もオンラインにて開催
【WEB配信期間】2022年8月1日(月)～8月31日(水)
【受付期間】 2022年2月8日(火)13時～7月15日(金)



B研修：2週間の総合アレルギー研修
【2021年度 応募・実施状況】
応募 6名応募あり／研修実施は2名（福島・大阪）
新型コロナウィルス感染症の影響により、研修実施の中止や、研修生の都合によるキャンセルもあったが、本年度は2名の研修を行うことができ
た。
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経口免疫療法、皮下免疫療法（実施期間中のみ）

1週目

【1月24日～2月4日の研修 講義・実習内容】
2週目

経口免疫療法、皮下免疫療法（実施期間中のみ）



C/D研修：成人アレルギー
● 処遇および業務
・ アレルギー・呼吸器内科レジデントとしての病棟および外来業務
・ 臨床研究センター非常勤研究員（併任）としての臨床研究業務
・ 長期研修であれば、当院勤務しながら学位取得も可能

順天堂大学連携大学院 制度利用（5年以上在職できる場合・入学試験あり）

● 過去の実績（C, D研修あわせた年度別新規研修者数）
2016年度 3人 2019年度 1人
2017年度 4人 2020年度 2人
2018年度 1人 2021年度 8人

● 今後の募集案内
・ C, D研修ともに、次年度4月より最低1年間（前年度8月末までに要連絡）
・ C, D研修は1年以内の短期研修は不可、長期研修は応相談

※応募者多数の場合は、さらに次年度に繰り越す場合あり



C/D研修：小児アレルギー（年平均3-6名）
対 象：卒後5年目以降の小児科医師
募集人数：各年度4-5名程度(先着順・地方拠点病院を優先) （前年度8月末までに要連絡）
実施期間・開始時期：1-3年間、4月(10月開始は要相談)
待 遇：レジデント、宿舎・保育所有、当直月2回、希望者外勤有

●研修の特徴

• 小児アレルギー疾患の最新の治療・臨床研究知識の習得
• 研修者全員に学会発表(国内・海外)、論文投稿の基礎徹底指導
• 熱心な指導医と充実した研修・教育システム・卒後フォローアップ
• 研修しながら最短3年で学位習得可能（順天堂大学連携大学院） ●レジデント1人当たり年間平均研修実績

• アトピー性皮膚炎のスキンケア・軟膏療法(入院10件担当)

• 食物経口負荷試験(300件以上担当)・経口免疫療法(12件担当)
• アレルギー疾患の診断・管理法(初診・再診200件担当)
• アレルゲン免疫療法(注射4-8件、舌下10-20件担当)
• 各種検査（皮膚テスト100件以上・呼吸機能検査100件以上）
• 重症気管支喘息の入院対応と長期管理(10-20件)



オンライン研修：利用方法
オンライン研修として、相模原病院医師による講義・手技をアレルギー中心拠点病院ホームページより配信致しました。

「相模原病院ホームページ」→「アレルギー中心拠点病院としての活動」
からホームページに入れます。

＊動画を再生するにはID・パスワードが必要となります。
＊ID・パスワードは事務局より各拠点病院へお送りします
ので、拠点病院内にて共有をお願い致します。
＊ID・パスワードの流失することの無い様お願い致します。

④ コンテンツ名をクリックすると動画が
別タブで開き、再生できます。

②「はい」をクリック

③ 「2.オンライン研修」
をクリック

① こちらをクリック

● オンライン研修視聴方法



オンライン研修：アンケート調査 結果
【アンケート調査について】
コンテンツオンライン研修の活用状況を把握するため、アンケート調査を実施したところ、各施設において当事業が
あまり活用いただけていない状況が判明。今後は多くの皆様へご活用いただけるよう、より一層の普及活動、情報提
供を行う。

視聴していない

1回のみ
視聴した

医師の方への質問 ～視聴状況～
Q.オンライン研修動画を視聴されましたでしょうか。

（代表医師・代表医師以外38名中 回答数38名）
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【動画視聴数】

★‥動画コンテンツ追加（3月8項目・4月4項目・8月2項目）
◆‥パスワード変更をご案内



＜相模原病院＞

オンライン医療相談（D to D）
＜アレルギー拠点病院＞

✔ 症例に関するご相談
個々の症例の治療方針？

診断方法？
✔ 検査・診療体制の構築
に関するご相談

アドバイス

◇オンライン（web会議形式）
◇無料
◇何度でも可 相模原病院の

小児科・内科医師
拠点病院のご所属の

先生方 2021年度 対応実績 2件
（2件とも成人アレルギー関連）



中心拠点-地方拠点 様々な事業連携

【宮崎県における取り組み】

・アレルギー専門外来のサポート
- 月1回 中心拠点からアレルギー学会指導医・専門医の派遣（2022年5月開始予定）

・アレルギー疾患に関連する調査事業のサポート
- 学校管理指導表を用いた食物アレルギーの実態調査
- 食物経口負荷試験の実施状況調査

・人材育成・地域連携のサポート
- 南九州地区オンライン講演会（2022年4月開催予定）
- 若手医師を対象とした小児アレルギースキルアップセミナー（2022年5月開催予定）



若手医師を対象とした小児アレルギースキルアップセミナー

【開催概要】

スタッフ コーディネーター（3名）、チューター（9名）

目的 食物アレルギーを正しく診断するスキルを学ぶ

対象 アレルギーに興味のある若手の医師

内容 シナリオを用いたグループディスカッション、ハンズオン
（スキンケア・皮膚プリックテスト・エピペン使用）



アレルギー医療電話相談
●開始日時

2021年4月6日～

●相談時間

平日火曜日、水曜日 10-12時、13-15時

●相談方法

電話による相談

●電話対応者

小児アレルギーエデュケーター3名および経験豊富な看護師2名が対応、
回答が難しい場合には医師と相談の上、後日回答とする



アレルギー医療電話相談

前年度は日本予防医学協会に業務委託していたが、2021年4月から院内での電話相談を開始。
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小児 成人

【特記事項】・2021年6月共同通信社へ情報提供し、全国の地方新聞等で当事業が紹介される。
・新型コロナウィルス感染症のワクチン接種が開始された際は、ワクチン関連の問合せが急増した。



研究実績

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
小児科 27 29 28 28 24 28

アレルギー・呼吸器内科 10 12 12 17 23 9

相模原病院アレルギー関連英文論文掲載数（2015～2020年度）
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食物アレルギー研究会

https://www.foodallergy.jp/

【主な掲載コンテンツ】
 食物経口負荷試験実施施設一覧
 食物アレルギーの診療の手引き
 食物経口負荷試験の手引き
 食物アレルギーの栄養食事指導の手引き

etc.



食物アレルギー研究会：食物経口負荷試験実施施設一覧
https://www.foodallergy.jp/ofc/



食物アレルギー研究会：資料
https://www.foodallergy.jp/document/
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